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４．結論・研究の意義

１．現状と問題提起

２.軍縮が行われた事例

３．提案

世界法廷運動

2022年のロシア・ウクライナ戦争を経て...

防衛費予算は過去最大！
「防衛整備計画」で5年間の

防衛力拡大するぞ！

NATO正式加盟！
ロシアとの国境に
鉄フェンス建設！

ロシアに対する脅威！
緊張を高めるな！

安全保障のジレンマ

敵対関係の改善

市民間交流

・NATOとワルシャワ条約機構の双方の加盟
国を包括する地域的な安全保障の枠組み

東西対立の克服、冷戦終結に貢献

・NGOの呼びかけから生じた核軍縮への運動

国際司法裁判所から核兵器使用の違法性
に関する勧告的意見を引き出す

成果

成果

ヘルシンキ宣言・第三バスケット
「人権はもはや国家の内政事項ではない」

私たちの問題提起

非同盟諸国政府と連携

軍縮

副産物
としての

軍縮

軍事問題・軍縮への訴え
不安の払拭
恐怖の緩和

信頼関係の構築

東アジアの緊張の緩和のために
行うことができる信頼の醸成方法とは

東アジアに地域安全保障の枠組みを作ろう

内容

東アジアにおける緊張の中心である米中日
韓露をはじめ、豪州やASEAN諸国など、
広く東アジア諸国を包み込む機構

・各国首脳会議や理事会等,議論の場にお
いて、紛争が激化する前に管理,制御する

・各国のNGO等,市民社会にも開かれた多
国間フォーラムとして機能させ、安全保障
分野だけでなく、人権,経済,環境分野につ
いての議論や合意を蓄積する

各国が自身の意見を主張できる場を設ける
ことで議論を活発化し、相互不信を防ぎ、

信頼関係の醸成に繋げる

目的
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